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唐末内平侍省における鞫獄の性格と機能について
室 水 芳三
　嘗て筆者は、「唐代における詔獄の存在様態（下）」（長崎大学教育学部社会科学論叢第27号）
において，唐後半期の詔獄が，内廷の内侍省と外廷の御史台と，更に朋党という政争のい
り乱れた交錯の中で展開した様態について考察した。そして唐後半期においては，内侍省
の寒土の動向が特に注目されることを指摘し，その鞠獄は，実は神策軍と連関するもので
はないかとの推測を述べておいた。
　この小論では，再び内侍省における鞠獄をとりあげ，その性格と機能とに重点を置いて
論及し，前稿の見解を補っていこうとするものである。
　唐代の内侍省は階制に倣ったが，その組織面からの体制的な完備は，六典の編纂された
玄宗時代といわれる（1）。六典によれば，内侍・内常侍・内給事・内謁者監・内寺伯が主要
な官人であり，長官たる内侍は，抜庭・宮聞・異官・内僕・内府等五局の官属を総べたと
ある（2）。
　所で，六典および諸史書をみても，獄事については明確な説明が与えられていない。し
かし，旧唐書巻七十六・太宗諸子・庶人祐伝に，太宗の貞観十七年三月，斉州都督であっ
た斉王祐が乱を起して捕えられ，
　　余党悉錦岡。　（斉王府兵曹）杜行敏送祐至京師。賜死馬内省。販為庶人。国除。云云。
とあって，内侍省において死を賜わったとある記事や（3），同書巻五十一・后妃・高宗廃官
王氏伝に，
　　昭儀。寵遇日厚。后催不自安Q密与母柳氏。求巫祝厭勝。事発帝大怒。中略。永徽六
　　年十月。廃后及薫良嫌。皆為庶人。囚之別院。武昭儀。令人皆総殺之。中略。初囚。
　　高宗念之。間行至其所。見其室封閉極密。惟開一籔。通食器出入。云云。
とあって，高宗の永徽六年十月，王皇后と薫良嫌は巫祝厭勝の邪道をもって庶人に堕さ
れ，ただ食器を通ずる個所のみ開かれた室屋に繋囚されたとある記事や，更にまた，同書
・同巻・同・玄宗廃后王氏伝に，
　　前略。后兄守一。以后無子。常催有廃立。導以符厭之事。中略。開元十二年秋七月己
　　卯。下制日。皇后王氏。天命不祐。華而不實。造起獄訟。朋扇朝廷。中略。可廃為庶
　　人。別院安置。刑子家屋：。云云。
とあって，玄宗の開元十二年七月，皇后王氏が符厭邪道をもって廃位され，別院で刑せら
れたとあるように，内侍省での獄事を伝えるものは少なくないのである④。
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　そこで内侍省属官の中から，獄事に関与したと思われるものをみると，唐六典巻十二・
内侍省・内謁者の項に，
　　　内宮伯。掌糾察諸病法之事。歳大話。則監其出入。
とあり，内旋伯が諸不法の糾察を本務としたとみえる。恐らくこれが画面にも関与したと
思われるが，筆者の検索範囲では，文献に具体例が見当らないので論証できない。
　なお，今一つ付言すれば，資治通鑑・唐紀・高富・上元二年夏四月の条に，
　　i義陽・宣城二公主。臨写妃之女也。三諦得罪。幽干抜庭。
とあって，義陽公主と宣城公主の姉妹が，母薫淑妃の罪によって，抜庭局に幽閉される身
となったことがみえるから，罪を得た宮人は凸面局が監督したようであり，また，唐六典
巻十二・内侍省・感官局の項の前文に，
　　前略。分泌室丞。主潮婦人・疾病者。就一室。其皇后・貴人。有罪亦一言。梁陳大長
　　秋上。統異官署。北斉大長秋寺。統契官署令丞。階内侍省。統契官紀令丞。皇朝因
　　之。
とみえ，契官局が漢代に宮人の疾病者および皇后・貴人の有罪者を収置した暴室の職務を
受け継ぐものであるとし（5），通典巻二十七・職官・内侍省・契官局の項にも，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　契選局令二人。斉梁陳階有契官署。令専守宮人使薬疾病・罪罰・喪葬指事。大唐置二
　　人。
とみえているから，前引用の唐六、典には，
　　契官局令。掌契隷二役・宮官品命。丞為之式。凡有疾病則供其医薬。死亡則給其衣
　　服。各視其品命。云云。
とあって，罪罰の事がみえないものの，唐代でも契官局管下の病室が獄舎となっていたで
あろう。
　ともあれ，上掲の諸史料が伝える獄事は，全て親王・皇后あるいは後宮の者達が連関し
たものであった。このことは，内侍省が表面公的官司の形をとってはいるものの，実質は
天子の私的な家政処理機関にすぎないという性格とも矛盾するところがないのである。
　唐後半期の文献を渉猟すると，前半期とは異なり，内侍省における立面が外廷の一般官
僚と連関して見い出されるようになる。いま，そのいくつかを列挙すれば，資治通血豆二
百三十三・直面・徳宗・貞元三年冬十月の条に，
　　妖僧李軟奴。自訴本皇族。見直漬神。命己為天子。結言前壷生将韓欽緒等。一作乱。
　　丙戌。愛心告之。官命捕送内侍省推之。云云。
とあって，徳宗の貞元三年十月，謀反一味が内侍省に霊送されて推究を受けたことがみ
え，また，二六元亀巻九百三十四・総録部・告許の項に，
　　王宮栄。太直訴子敏役人也。再栄於憲宗元和八年二月。詣誤読曲面。敏父司空頗与梁
　　正言。五泊馬出鎮。即日譜面孔隠亡沈壁井家憧十数人。於内侍獄鞠問。云云。
とあり，憲宗の元和八年二月，司空似頗の関与した出鎮のための贈賄事件について，内侍
省の獄で凸面の孔目官沈壁等家億十数人を鞄問したことがみえ，　また，　同書巻九百三十
三・同・面構の項に，
　　沙橘者。環王府司馬謝少菖之奴也。唐敬宗宝暦元年五月戊申。沙橘。告少菖為不軌。
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　　詔委内侍省持鞠。不実。沙橘各決聖霊州。少菖釈放。云云。
とあって，敬宗の宝暦元年五月，暁星府司馬謝馬賊が，その家奴舞戸の密告にあって，不
軌の疑いで内侍省において思懸されたことがみえ，また，資治通画図二百五十三・唐紀・
僖宗・広明元年二月の条に，
　　左拾遺侯昌業。以盗賊満関東。而上不親政事。専務遊戯。賞賜無度。田令孜専権無
　　上。天文変異。社穫将危。上疏極諌。上大軍。召昌業。至内侍省早死。
とあって，僖宗の広明元年二月，左拾遺侯昌業は，田令孜の専権無上なるをもって，将に
社稜の危殆を招いたことを上疏極署したため，内侍省に下されて死を賜わったことがみえ
ているのである。
　所で，ここで注目されるのは，前掲の左拾遺侯昌業の蝉吟について，北夢蹟言天六・侯
昌業表の項に，
　　唐自広明後。闊人国権。中略。軍容田令孜。有毛天功。中外側目。中略。左拾遺侯昌
　　業上層。極言時病。留中不出。命陣内鐵之。
として，内侍省が佼内とみえ，また，前引用の資治通性巻二百三十三・着着・徳宗・貞元
三年十月の謀反事件を，新声書巻百五十六・韓遊子伝には，
　　呼子早緒以射賢将。衛京師。与妖人李広神謀反。中略。及檎広弘及支党。鞠佼内。云
　　云。
として，やはり前文中の内侍省が伎内としてみえていることである。侯内の事例として
は，学府元亀巻百五十三・帝王部・明罰・元和十四年七月の条に，
　　初筆殺（宰相）武元衡。捕之未獲。　（成徳軍節度使）王胤宗之叔父士平。上封称早出
　　於平鮒。乃詔悉収承宗将卒。半張曼等三十人。壁付佼内獄。不頚部。奉送京兆府。云
　　云。
とある記事や，また，同書・同巻・同2明罰・長慶二年三月の条に，
　　景公寺僧歓。以妖言惑衆。下佼内鞠之。多引中人無験。童杖殺之。云云。
とある記事や，また，新唐書巻百六十三・孔職事に，
　　前略。　（信州）部将華甲。告（刺史）李位集方士図不軌。監軍高重謙。上急変。捕位
　　劾禁中。　（尚書解説）孔戴奏。刺史有罪。黒蝿繋イ丈内。請付有司。云云。
とあるように，　「摩擦丁零」　「下二等鞠唄」　「繋伎内」あるいは「劾禁中」としているの
である。こうした名称の変化は，また，前引用の新唐書巻百六十三・孔中伝を，旧唐書巻
百五十四・同伝には，
　　元和九年。信州刺史層位。為州際章岳識譜。中略。追位至京師。鞠於禁中。　（尚書左
　　丞）聖職奏日。刺史得罪。合帰法司按問。不合劾於内佼。云云。
とあり，佼内を内佼とするものもある。内佼には冊府元亀巻九百三十四・総録部・告評の
項に，
　　史志忠。革茸策軍吏也。長慶四年。告妖賊馬文忠言寿。捕獲之。有詔。井執其党品官
　　李文徳等七人。同鞠子内開。
とある記事や，また，資治通鑑巻二百三十九・唐紀・憲宗・元和十一年冬十一月の条に，
　　王僧家二奴。告鍔子稜。改父料亭。匿所献家財。上巴鞠於内佼。云云。
とある記事等が，その例としてあげられる（6）。その他，資治通鑑巻二百四十四・唐紀・文
宗・太和五年三月の条に，宰相宋骨導が宙官の諌滅を企てたものの，その謀が事前にもれ
たため，逆に認告されたことを記し，
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とあって，禁中に立話したので内面といったとみえているもの（7），
四・元直伝には，
　　前略。毒血檀二人喩年。台不及知。云云。
とあって，内面とするものもある。
　さて，これらの諸史料を通観すると，次のことが窺知されよう。一つは，内侍省の出獄
は元来，内廷の宙官・宮人に対するものであるのに，総じて外廷の一般官僚に及ぶもので
あったこと，次いで，こうした内侍省における鞄獄が徳宗時代を初見としていることと，
いま一つは，内侍省という名称のみでなく，佼内・内佼あるいは禁中等の用例があること
等の三点である。こうした事象のうち，鞄獄が外廷の一般官僚に及んだことと，初見の記事
が徳宗時代であることについては，旧稿で分析を加えたので，その要旨を摘記すると，失
政後の徳宗は，全てに懐疑的となり，宰相すら信ずることが出来ず，宙官を腹心とする側
近政治を行なうのである。内侍省の官人の増員（8），神慮軍護軍中尉の職制の設置，更には
監軍使の整備拡充等は，そのための一連の施策であり，その結果として，内侍省自体も中
央権力と密接な関係を保つようになったことが最大の理由であったのである。では，内侍
省・侯内・内佼あるいは禁中等とある如く，その名称が史料上において一致していないこ
とは，一体何からくるのであろうか。これらの用語は，諸事例に鑑みても，いずれも同一
性が認めうるが，用語の実質的な内容からすると，全く同じものとはいえない。内侍省は
官司を示す用語であり，一方，佼内・内鼠・禁中等というのは，極めて総称的な側面をも
って使われるものであった。面内については，資治通法巻二百十五・画面・玄宗・天宝庫
載八月の条の胡註に，
　　唐制。中書門下省官。皆供奉官治。外官得随細入見者。謂之佼内供奉。随翰林院官班
　　者。謂之翰林供奉。宙墨壷之内供奉。又有隠士供奉禁中者。
とある記事や，また，新唐書巻四十七・百官志の条に，
　　万歳通天元年。置佼内六閑。中略。以殿中丞。検校佼内閑厩。田中官幌内飛龍使。
とあることからも明らかなように（g），佼外に対応する語で，禁中と同じ内容を指称してい
たといえる。また，内佼の中には，佼内の倒置とみられるものもあるが，独自の用例もあ
った。資治三面巻二百三十九・唐紀・憲宗・元和十一年冬十一月の条の胡註に，
　　新書儀衛志。中略。毎月以四十六人。立内廊閤外。号日内侯。以左右金吾衛将軍當
　　上。中郎将一人押之。
とあって，内議閤外に立つ天子儀衛の禁軍を指すというのがそれである。つまり垣内の儀
佼兵であることから，内佼と号したものであろう。このようにイ丈内・禁中あるいは内侯と
いう名称には，天子の宮殿の存在する地域内を総称的に示す意味が強いといえ，必ずしも
内侍省のみを指称するものとは断言できないのである。それが現実には，いずれも内容的
には同一のものを差し示すものとして使われているのは，やはり理由があることであろ
う。それは前述の如く，内侍省が天子の側近機関として新しい段階に発展したのに対応し
て，所謂禁中が宙官たちに支配されてしまったという事実があったからと思われるのであ
　　上命（神癒軍中尉）凸面澄。捕（一策藩論候）豆盧著所告十六宅宮市振込嬰敬則焔焔錫
　　親事王師文面於禁中。鞠之。庚子。申錫言為右庶子。自宰相大臣。無敢例言其病者。
　　独京兆罪崔珀・大理詰恐恐雅。塗上疏。請内煎付外廷藪實。云云。
とあり，その胡註に，
　　鞠於禁中。故日内面。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また，新設書巻百七十
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る。それ故ここでは，その名称の混清が示す内侍省の性格の変化，特に内侍省が鞄獄機関
としての機能を如何なる方法によって獲得したかを問題としてみたい。いま，前引用の徳
宗の貞元三年十月の謀反事件を例にとって，若干の検討を加えてみる。
　さて，この事件は，野僧李隔靴（俗名李広弘）が宗室親王の落胤と自称し，五岳四漬神
から天子たるべしとの御告げがあったとして，殿前射程将および神策軍将等を誘って謀反
を企てたものである（10）。事件の結末は，一味の中から密告するものが出て，首謀者李広
弘等六人の鞠獄が行われたのであるが，これを資治通鑑には，「上命捕送内侍省推之」と
記し，また，新唐書では，「鞠帳内」と記していることは，既に指摘した所である。いま
これらの記述と，冊府元亀巻五百一五・憲官部・剛正の項に，
　　貞元三年十月頃檎獲謀逆賊李広覧等六人。号砲襲撃希遷鞠之於内侍詔獄。皆疑雲。云
　　云。
とあるのを対比してみると，ここには推鞠を行なった「中冬王希遷」の名が出ている。こ
の王画素は，旧唐書巻百四十四・韓遊里伝に，
　　貞元三年。　（李軍畑）自照州至京師。有市人董昌者。通導広孔。中略。董昌以酒食。
　　早撃前軍生将韓欽緒・李政諌：・南珍霞・神策将魏修・李惨・前越州参軍劉肪・陸緩・
　　陸絡・陸中・徐綱等。同謀為逆。中略。事未発。魏修・墨黒上変。軍内聖王希遷等。
　　捕其党与斬之。
とあって，謀反徒党の追捕を命ぜられたとみえている。つまり王希遷は徒党の追捕活動と
ともに，鞠獄にも当ったのである。この時の王希遷の職名は明記されていないが，資治通
鑑巻二百三十一・半速・徳宗・興元元年八月乙丑の条に，
　　前略。上即位。悉以禁兵委白鞘貞。志絵絹罪。上復以宙官寳文場代之。従幸山南。
　　（左右神策）両軍稽集。上還長安。峰岡宿将握兵多難。即事罷之。戊辰。以文場監理
　　策軍左廟兵馬使。王希遷監右廟兵馬使。始令宙官分典禁旅。
とあり，また，冊府元亀巻六百六十七・内臣部・監軍の項に，
　　實文場・王希遷。皆為監軍。徳宗興元元年。以文場兼神平帯野卑兵馬。希遷筆墨策軍
　　右痛兵馬。
とあって，徳宗が筆墨の再編成に当って，武臣に禁旅を委ねることを欲せず，代って宙官
にその掌握を命じたとき，貴文場とともに神町軍を分統し，王希遷は監神策軍右廟兵馬使
に任ぜられたのであった（・1）。竃文場・王希遷の二人は，その後も神策軍の軍政を専断し
たといわれるから（12），3年後の貞元三年当時も同職にあったといえよう。最も，もう一
つ考えられることは，内侍省の官人としての職名である。これについては，貞元議定釈教
目録巻十七・貞元四年の項に，
　　引際功徳使兼勾当尊神策軍使・営手使・元吟興元元従鎮軍大将軍・行右監門衛将軍・
　　知内馬韓事・電柱国・太原県開国牛王聖遷。
とあるものが参考となる。また，貞元続開元釈教録巻中・貞元五年には，右街功徳翠黛希
遷とともに，左街功徳使賢文場の名もあって，慨嘆遷・賓文場ともに勾当神楽軍使・知内
侍省事であったことがみえている（13）。従って，宙聖王希遷は，貞元三年十月の謀反事件の
とき，知内侍省事・監勾当右神策軍使・右監門衛将軍等の職にあったといえるのである。
そして兵を率いて謀反一味の追捕活動にも当ったとあるから，軍事警察的要素の強かった
任務といえ，どちらかといえば，知内侍撃壌よりも右神器軍の監軍使としての行動であっ
たといえよう（・4）。そしてこのことは，内侍省の警察的機能と鞄獄的機能の併有が，宙官
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の画策軍の掌握と密着していたことを窺知せしめるのである。
　宙官と神策軍との関係が生じたのは，早く南宗時代からである。新唐書巻五十・兵志に，
　　前略。　（魚）朝恩。又以神策軍慮苑中。自是度盛。分為左右廟。勢居北軍右。遂為天
　　子禁軍。
とあり，魚朝恩は神二軍を率いて血中に屯し，遂に天子侍衛の禁軍となったことがみえて
いる（15）。しかし，このときは魚朝恩一個人に止まり，その職任自体が宙官の手中に帰す
のは，前述した徳宗の興元元年からである。これより，同書巻百六十四・盧景亮伝に，
　　憲宗時。中略，南面。中官領禁忌。数旧法。捕台府吏。属繋直中。源中上言。試適者
　　紀綱地。府県責成之所設。吏有罪宜帰有司。無令北軍乱南衙。鷹下重於佼内。云云。
とある如く，宙官の掌握する神策軍は独自の獄をもち，御史台すら手を入れることが出来
なかった状態が形成されていったのである。
　ここで注意すべきは，佼内にあって天子を侍衛した神策軍は，また，その獄を佼内に置
いたことが十分考えられることである。　このことは，前に引用した資治蓮沼巻二百四十
四・論宗・志和五年三月の記事に，宰相宋申錫が宙官謙滅を企て，逆に神馬軍中尉王守澄
等に大逆の陰謀ありとして捕えられ，「鞠於禁中。故日内獄」とあるものが，新唐書巻八
十二・廃宅太子湊伝に，
　　前略。乃滋雨豆油候鬼心著。雨飛変。且言。宮西曼濡鼠・虚心晶出缶詰吏王師文。図
　　不軌。中略。並並訓等。繋神策獄。云云。
とあって，神策軍の獄に繋囚したとみえているから，神策軍の獄が禁中に置かれ，内獄と
もいわれていたことを知るのである。もう一つこうした例を挙げるとすれば，同書巻百六
十六・令室楚伝に，
　　直上訓乱。将相面繋神南軍。中略。楚建言。外有三司・御史。塾則大臣雑治。内面非
　　宰相繋所也。云云。
とあって，瘡蓋の太和九年の甘露の変に関係した宰相達が，内佼の神出軍に繋余せしめら
れたとしているのである。即ち，これらのことからみても，所謂禁中における鞠獄は，現
実の上では，神面訴の獄で行なわれていたことが明白となるのである。そして，その点点
を構成している神策士の長官は，内侍省の長官が兼任していたという事実がある以上（16），
その主体を意識して，逆に「内侍省の鞠獄」と指称することがあるのは当然といわなけれ
ばならない。
四
　以上，唐末における内侍省の鞠獄について考を及ぼしてきた。唐後半期の内侍省の鞠獄
は，徳宗時代になって展開する宙官重用の施策の中に設定され，主に出獄として発動され
た。従って，内侍省の鞠獄範囲は，一般官僚に及ぶ場合が多かったのである。しかし，も
とより内侍省自体に一般官僚を鞠涌する機能のあろうはずがなく，実質は宙官の掌握した
神三軍の軍獄によって鞠獄が行なわれたのである。神策軍の獄は，代宗時代に神策軍が禁
中に専住したときから設けられ，一種の治外法権的な特権をもつことによって，横暴を極
めたことは，旧稿に明らかにしたつもりであるが（17），その獄は徳宗時代を経て，末年に
至るまで存続したのである。殊に末年に至ると，ほしいままにその獄を構成して，百姓の
財物を強奪する如きことすら行なうことになるのであるが（18），こうした末年における神
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策軍と鞠獄との関係については，後日を期したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註
1）例えば，王寿南「唐代宙官権勢之研究」　（正中書局）参照。
2）唐六典巻十二・内侍省条参照。
3）通鑑二百九十六・太宗・同年月条の同内容記事には，内侍省とみえている。
4）　この他，新唐書巻七十六・中宗和思三聖皇后高詠伝，旧藩書巻五十二・粛宗張皇后伝，冊府
　　元亀巻六百六十八・内臣・二佐・李輔国項などにもみえる。なお，この問題をとりあげたも
　　のに，築山治三郎氏「唐代の後宮と政治について」　（古代学17－4）がある。
5）漢代の二二については，通心高三十三・漢紀・哀帝・建平元年払力点の胡註に「抜庭令属少
　　府。有左右丞。暴室丞各一人。皆宙者為之。暴室丞。主中婦人疾病者。就此室。其皇后・貴
　　人有罪。亦就此室」とある。
6）その他，新唐書巻百六十六・令孤山伝にもある。
7）　暗面要巻五十四・主訴・左右訪豪常直・同年下条の同内容記事では，　「壷中」としている。
8）油壷要巻六十五・内侍省によれば，貞元四年二月四日に内傷事二十・内謁出監四員・内侍伯
　　四員が新たに増員され，更に同二十年十二月には液幽幽令四面も増員されている。
9）その他，冊府元亀巻四十・帝王部・寛恕・開成四年五月条，唐会電着十一・殿中省・尚手函
　　御項等参照。
10）　旧副書百四十四・韓遊襲伝・通鑑巻二百三十三・徳宗。同年前条，新唐書巻百五十六・同伝，
　　面面元亀巻五百十五・憲薗部。剛正項等参照。
11）新唐書巻二百七・魚朝恩伝に，　「朝恩遣李忠良。討（僕固）場。以窪文場監之。王景寄討
　　　（銚）良。王希遷監之」とあり，皇宗の広徳二年の僕固恩の乱の際に，皇軍であったことが
　　みえる。また，旧唐書巻十二・徳宗紀上・興元元年冬十月戊辰条には，「令中官寳文場・王
　　希遷。監左右小策軍都知兵馬使」とあり，面会要素七十二・京城諸軍・二二軍議には，「始
　　分神馬為左右庸。令内官費文場・王土遷。分知両廟兵馬」とある。
12）通出立二百三十四・徳宗・貞元八年冬十一月越，冊府元亀巻百三十四・帝王部・念二条参照。
13）面出元亀巻六百六十七・内面部・将兵・貞元十二年六月条によれば，徳宗は同年月に左右神
　　策試論に神威軍に護威軍中尉監・中指軍監を設けて，それぞれの軍を統轄せしめたことがみ
　　えている。このとき王希遷はやめて，震仙鳴がその後をついでいるのである。
14）監軍使については，矢野主税氏「出代監軍使制の確立について」　（西日本史学第14号）参照。
15）通一巻二百二十三・代宗・広徳元年十二月・永泰元年九月の各条，旧唐書巻十一・代宗紀・
　　永正元年条，同書巻四十四・職官志・左右神二軍条等参照。
16）冊府元亀二六百六十七・内臣部・将兵の項に，その事例が多くみられる。
17）　拙稿「唐都長安城の二二と治安機構（上・下）」（東洋史論集2・4）参照。
18）例えば，旧唐書巻百六十五・柳仲那伝，冊府元亀巻五百四十七・諌謬部・直諫，同書巻四十
　　一・帝王部・寛恕等参照。
